
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（坂本） 合
「
成 清 溏 に 腑 す る 研 堯 ζ第4報） ヒ麟 ）
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　　　　　 Initial　allyl 　mUStard 　oil 　OQntent 　is　100％

の 添 加 品 に 於 て分 離 しない ．

　 

効果 を示 し，O．5％，3 ％は 之 に 次ぎ
ー
J　 4 ％ ，

　　　　 要 　　　　　約

　（1） わさび漬に 藥劑 （α
一
澱粉，サ リ

チ ）tPt ， ビ タ ミ ン K3 ，　ゼ ラ チ ン ， ア

ル ブ ミ ソ
，

ア ラ ビ ヤ ゴ ム
，

ベ ニ シ リ ン

及 び テ ラ マ ィシ ン ） を 添加す る場 急

添加方 法 と し て，製造時及 び 製逡後に

分 ち，貯藏温度 と して ，室浬 （最高17

℃
， 最低 6．5℃ ），

20℃ 及び37℃ に分け

て 貯藏 し ， 貯藏中 の ア リ ル 芥 ゴ油 の 變

化，昧，臭，色及び液 の 分離 の 状態 に

つ い て 比較嶮討 し た．

　a ）　ア リ ル 芥丁
一・
油 は大鐙に 於 て 藥 剤

添加贔 が釣照品に 比 して 多 量fa｛iし ，

α 澱 粕 に 於 て 特 に 勝れ て い る．

　 b）
’
昧 は α

一
澱 粉及 び ビ タ ミ ン Kn の

添加贔が良 い ．

　 c ） 臭は α
一
澱糧，ア ル ブ ミ ン 及 び ザ

リ チ ル 酸 の 添加品が 良 い ，

　d）　色eまα
一
澱粉添力q品力：良 し 

　 e ） 液 の 分離 の 朕態 は α
一
澱粉 ペ ニ

シ リ ン
，

サ リ チ ル 酸及 び ビ タ ミ ン Ku

　　 小麥覇 α
一
澱粉 を 0．5％ 〜5 ％の 網 で 添加 し，同樣 の 試驗 を行 つ た．添加量は 1％〜2 ％ に 於 て 最 も」iとい

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 5 ％ と多 くなる に 從 い 戎 第 に 効果 が 少 くなつ て 來 る．

　絡 りに 臨 み 御指導並 び に 御校 閲を賜つ た阪大 寺本 四郎 教授 ，
α
一
澱粉使 用 に つ い τ 御教 示 下 さつ た大 谷 女短大 高

岡研 ・一
教授，試 料を提供 下 さつ た尾西 食品 花 岡 明氏，靜 岡 田 丸 屋 商 店，實踰 を援助下 さつ た 矢崎 まり子 君 に 深 謝

致 し ます．

本 報 の 一部は 1955年 4 月 の 貝本藥學會年會 に 於 て 發表 し た，

倫 本研 究費の
一部 は靜 岡 縣委 托研 究費に ょっ た．

1）　／i丶島 ：　本誌 ，　32
，　7S　（1954），

（1955）．

　 　 　 　 丈 　 　 　 　 　 献

2）　ノ1、島 ： 本 誌，　32｝　389 （1954）． 3） 小 島 ， 故本 吉 ： 本 誌，3S，162

　 　　（昭 不030 ，　5，　11受瑾廷）

合成清酒に關す る研 究 （第 4 報） 糖 質原 料に 就 い て （其 の 1 ）澱粉の 精 製

坂 　　本 　　政 義　　　（株 式 會ne＊斗mPfi肝究所）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 緒 　 　 　 　 　言

　酒造 の 隠質原料 と し て 糟製 不充分な澱粉を共儘 利用す る場 合に 所謂澱粉慧酵臭
一

生臭い 特罠臭一が 醸 酵中に 生

じ易い ，此 は澱粉粒 の 内外 に介 在す る不 純物 に 基 因す る と考 え られ る の で 使用 に 際 して は 殿 粉 ミ可 及的 に 精製 し

て 夾難 物 を除 去
2i一

る藩が 望 ま しい ．依つ て，此 の 見地か ら澱粉 の 精製 に 就 い て 檢討す る事 と した．澱粉 の 精 製 法

と し て は 鹽酸 法 に TAYLoRl ）
，　 SAMEC2 ），苛性 箏逹 法 に SAMEc3 ），過鹽 素酸 法 こ ScHMIDTI ）

， 3こ，肩钁 な劑

精 製 と して メ タ ノ F・・ル 處 理 法 に WHISTLER5 ）
， ヂ オキ サ ン 法 に LEHRMANti ），各瞳溶劑 の 檢討 に S：H ・JcH7 ），

旦 つ 米 澱粉 の精製法 に 佐藤氏
8） の 報告が ある．著者 は酸 と し て乳 酸 ，ア ル カ リ と して 苛性 知里 ， 淌 石爽 ， 溶劑 と

して ア ル コ ール 其 他 二 ， 三 を選 び ， 澱粉中の 主なる夾雜物一脂肪，蛋 白，荻分等 一を除去す る を 目的 と し て 各蠶
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の 精製法に 從 い 比較 した．以下其 の 結果 に 就 い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實　驗　の 　部

　〔1｝ z腱先に 依 る精製

　澱粉に 5倍量 の 蒸溜水 を加え攪拌鎌 を 4 回繰返 え し各回 短 に 減壓凋過し最後に よ く水跣脱永 し て 乾燥 し精製

品 とす る．此 の 操 作 に 際 し乳 酸 こ て 使用水 を酸暁 と し澱粉 り細菌汚蝕 を防 fltし た，尚脱水 に は メ タ ノ ール を使用

した．家 こ精 製．型式 を記 域する．（謎 ）各回慮過後 り澱 呂｝は 大約司．垂り 及火で あ る．

FQrm 　1．　 Purification　of 　starch 　with 　acid 　sc｝lution　　　　 Table ！．　 Composition　of 　purified　starch

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and 　 crude 　 starch
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　　此 の 方法 で は 稚酸處 理 に依 る無機物 の 離腕 を 主なる　　　　 Table　2．　 CompOsition　of 　starch 　treated

　目的 と して 2 ％9 酸 温滌に依 り不 純物 を除去 した．酸 　　　　　　by　Fo「m 　2

鬮 ・5 樋 ・ した・酸 と して 購 ・ 酒 造 に 關係深 い

　 　 霞捌 ，％、 ［
P
嬲 ε髣）

轍 耀 び中和に は龍 髄 よ り も能 加里韆 凪
，。，、、。d 、、。，chi 　 98．1 。．18 。．22 。．32

　 こ れは 乳 酸 加 里 が座 か 殘存 した と し て も酒造に 悪影響
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Difference　　 　 −11 ．6　 − O．20　 − O ．07　 − O．16
　 を 及 ぼ さ ない と思 わ れ るか らで あ る．　　　　　 　　　 一一 ．．　　　　　　　　　 ．＿　　　　 ＿ ＿

　　Table　2 に 於 い て 友分は 牛減 し次 で脂肪が減少 し，　　　　　　 Note： Potato　starch 　is　used

　 蛋 白 の 減少は 僅 か で あつ た．一
方澱粉は L6 ％向上 した．

　　 〔3）　ア ル ヵ リ｝こ依る精製

　　 0．2％苛性加里 ，
0 ，03％ 淌石友， 及 び 其 の 混合液 を使用 し酌項 の 酸濮滌 の 場 合 と同 じ く淋滌し て 澱粉 に介在す

　 る蛋 白質，脂肪 を 除去 す る 事 を 目的 と した．稍 石 荻は 再 結 して 精製 度 の 高い もの を使用 した．操 作 中 は強 く攪拌

　 し物理 的 に も濫滌を麦 援 した，目コち，攬拌 に 依 り澱粉粒 の 接觴 機會が 多 くな り，且 ℃ 泡 立 ちが 激 し くなつ て 物 理

　 的に 不 純物の 除去 を 促 し精製 の 効果 を あげ る事が出來 る．爾 ， 防腐 の爲僅か メ タ ノ ール を添加 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中和 に は 乳 酸 を用い 乳 酸 加里，乳 酸 石 荻 と して ア ル
Table　 3．＆）mpOsiti 。 n　 of 　starch 　treatcd 　 with 　 alkali

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 カ リを除 い た．介 在蛋 白は 主 と し て グ ル テ リ ン で あ る

… Clean・ng ・9r・ ・ 膓
h

、

1
〜端［

P
嬲

n

脇
　 0．2％ KOH

H　 Differenoe

20 ．03％ Ca（OH ）2

Differencc

3
［8：1艷、騒 ）・ ix

Diffcrence

97．8　　0．25

→ L3 − 0．13

　 0．15
− 0．14

96．90 ．331

→ 0・41皿0・05

98．1

→ 1．60

．24

一〇．14

　 0．241
− ・…

0．15

一．0．14

　 O．29
− 0．ig

　 O．CO
− O．08

0．28

か ら ア ル カ リ處理 は 効果的で就中苛性加里 ， 渭眉 荻混

合 は 好成纜で あ り次 で 箭性加里單獨處理 が 良好で あつ

た ．淌石 荻單猥 處理 は 獣 滌力が 劣 つ た．Table　3 は 其

ウ示 す．

一〇．20

Form 　 4a．　 Purification　of 　staTch 　 with 　alcoholic 　acid 　solution

　　　　　　　　　　　　C ，。d。 ，t。，chlOOg 　 l

Note： Potato　 starch 　is　 used

　‘4）　ア ル ゴ 尸兀 性酸 ，
ア ル カ リ に依 る精製

　齣 項 に 於 て は 酸 ，ア ノL カ リ丈 の 處理 で あっ た が

更 に之を ア ル コ ーノt性 と して 濁滌 し二．重 の 塰県 を

あげた．

　（a）　ア ル ゴ ー．几 性酸液

　 メ タ ノ ール に乳酸 を溶解 して 稀酸性 ア ル コ ール

液 で 處理 した ．

　乳酸 2 ％ ，
メ タ ノ ール 80％ の ア ル コ 冖ル 性酸液

を澱粉 の 5 倍量添加 し ， 淵度 30℃ に 於 い て攪拌 し

乍ら5hr宛 4 回務滌 し精製 した．

1… b・lic・ c ・d璽 望
…

監1− → s ・i・… g5h ・

　　　∫
  一 ・1盖i器 1

・ ・ε・tar・ h　ca ・… 91

　Table　4a．　 Composition　of 　starch 　treated

　　　 by　Form 　4a

− ．
S
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a6野

¢

1癒 哩 唖 一

置 儲
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伽 一
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迦
・・
噌

・・9 トー 軸 g ・ h ・

Purified　 starch

D 偸 rcn   礁1：l！
　 0．17
− O．12

　 0．27
− 0，21

Note ：　Potato　s重arch 　is　used

neUtralize

filter

↓

1… 勵 ・a・・D・El

　Table　4a に於 い て 荻分，脂肪は 著 し く減少し

次で蛋白も可域り馘少 した
、

rnethanol 　5009

一 區・i’Ee　I
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（b冫 ア ル コ ール 性 ア ル カ リ液 　 　 　 　 　 　 　 T ・bl・　 4・♂ （
”
nmp ・siti・ n ・f ・t・ rch 　tre・t・d

苛性加里02 ％， ・ タ ノ ール 80％ の ア ル コ ー・唯 ア 　 　 　
by　F°「m 　 4b

… 灘 澱粉 の 賠 跡 加 し3°
eqt

て 5碗 3 雕 　 　 　 麟 lhl齲
P
嬲

nll

勢
滌 し精製 しt・・　 　 　 　 　 　 　 　 P。 ，量丘。rl、。，ch

　 98．1 砺
一
6．16 。2ジ

　Table　4b に 於 い て 蛋 白 質，脂肪 の 除去は 効 果的 で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Difference　 　 　 　．11 ．6　 − O．12　 − O．13　 − O、26
あつ たが 荻分 の 除去 は ア ル コ P2L牒 液 よ り悪 か つ た．

　  各種溶劑 に 依 る精製　　　　　　　　　　　　　　　　　Note ： Potato
　
stprch

　
is
　
used

　澱粉中の 脂肪ほ 工 一テ ル
， 石油 工 一テ ル ，ヘ キ サ ン 等 の 溶薊抽 出に 依 て 約36時 間 で 其 の 大 部 分が 除か れ る と し

て い る，又脂肪類 は澱粉 の 櫨類に 依 て 離脱 の 形態が異 な り，例 えば石 鹸化 され て 除か れ ， 或 は 燐脂質 の 形態をと

つ
一
｛r除去 され る と云 う夫 7e の 特質が ある．且 つ ，脂肪類は 洗滌抽出躁作 に 於 い て 初期 に は溶抽出が 早 く或限界に

逹す る と 其以後 は 實 に 遲 く而 か も離 挽 し 難 い ．而 して 其 の 殘 存 す ろ難か の 脂肪が澱粉 の異臭 を 漁 らず傾 向が あ る，

飜つ て ， 以
一
F， 數種 の 溶劑 を用 い て SOX 肌 ET 抽出に依 る場 合 と攪拌洗滌に 依 る場合 とに 就 い て 記す．

　 （a ） SOXHLET 抽出

　 工 一テ ル ． メ タ ノ ール
，

エ タ ノ ール
， ア セ トン ，ヂ ォ キ サ ン を選び抽出24時間で 脱脂精製 した．原料は 玉 蜀黍

澱粉 を用い た．共 の 黻 は澱粉93，5％，脂肪0．68％，蛋 自 0．34％，灰分0．59％ （但 し無水物 と し て 換算） で あつ

た．次 に 抽 出法 に 依 ろ精製 に就 い て 溶劑別 の 比較 を 示 す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 之 等 溶劑 の 申で は メ タ ノ ール
，

X タ

　 Table 　5a．　Fat　 and 　protein　 contents 　of 　starch 　after　purification

No ．　　　 Solvcnt

ー

ワ」

34

昌

5

Ethylcther

Methanol
EthanolADetoneDioxane

　 　 　 　 　 　 Fat　　　　　　　　　　Protejnbp

（℃ ） lc嬲 t

广瀦
d
ト驚 尹

t

聖踏
d

35657856010．190

、130

．150

．190

．99

71．980
，778

．07L944

．0

0．330
．260

，280

．310

，30

2．912S
．317

．68
．811L8

ノ ール が 脱脂 ， 晩蛋 白 に 効果が あ り，

ヂ オ キ サ ン は 脱脂力が尠か っ た．因に，

ア ル コ ール 抽 出中に 多 少な りと も脱蛋

白 出來 る事 か ら澱粉 介 在 蛋 白 中に は プ

ロ ラ ミ ン 系蛋 白 も存 在 して 居 る事がわ

か る．ヂ オ キ サ ン で も僅 か脱蛋自 した．

　 （b） 攪拌跣滌

　 メ ダ ノ ール とヂ オ キ サ ン に就 い て 濃

度別 の 浅滌効果 を1僉討 した．

　　　Tablc　5b ．　Fat　and 　protein　contents 　of 　sta 【℃h　a 負er 　puri行cation

＿ 1驚 讌 賑 一 一 繊 一

　　　　　轄 1；黙鮪黥＿
．

A − 1

　 2

　 3

　 4B

− 1

　 2

　 3

　 4

Solvent
　 　 Fat　　　　　　　 Prot巳玉n

編　隔 1鴣　品
Pure　 Methanol

85％ Methanol

75％ Methanol

65％ Methanel

Purc　Dioxane

85％ Dioxane

75％ Dioxane

65％ Dioxanc

O，310

，221

．400

，430

．410

，200

，240

．31

91：l
ll：；
ll：1

　 64．9t

　 54．6

0．280

．260

，250

．220

．330

．300

．290

，27

12．623

．426

．535

．12

．9411

．814
．620

，1

Note ： （a ）・．Fat　 and 　protein　 contcnts 　 after 　purificatien

　　　（b）…　？ercenta 琴e　 of 　fat　 and 　l〜rotein 　removed 、

　之 等 濃度 の 比較 て は 脱脂 に メ タ ノ ー

ル ，ヂ 7et 一
サ ン の 85％濃度が良 好で あ

り，驍蛋 白 に は 65％濃度が 良 好で あつ

た．

　  　比 鮫檢討

　≡欠に 精製法 第〔1）法 か ら第（5）法 に至 る

迄荻分 ， 蛋 白質，脂肪等 の 不純物 の 除

去 牽 を比 較す る．荻分 ，蛋 白質，脂肪

に就い て の 數字 で は あるが 當然 其に 俘

5他 の 爽雜物 も
一

緒 に 除去出來る筈 で

ある．之 竺 の 方法 に依て精製 1．ノた 澱粉

揖外觀純 白で fOl’光澤が あ り，、其 讎室
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は無臭の 極め て綺麗な粉宋 で

あつ た．

　Tablc　6 の 結果 か ら荻分 の

除去 に は蒸溜水， 稀酸性 跣滌，

脂肪の 除去 に は SOXHLET

抽出 （
一
例 S タ ノ ール ），

85％

メ タ ノ 尸ノレ
，
85％ヂ 才 キ サ ン

攪拌漑 滌，蛋 白 の 抽出に は 苛

性加里0．2％溶液 ， 淌石 mo ．03

％溶液催 が良好 で あつ た．綜

合的な 面で は ア ル コ ール 性

酸，ア ル カ リ液 に 依 る1先滌精

製が最 も効果的 で あり， 次で

稀 ア ル カ リ，稀酸 ，
85％溶劑

が 良好 で あつ た．且 つ 他 の 見

地か ら云 え る事は機械的 ， 物

Table　6。　 Percentage　of 　the　impurities　rcmoved 　by　purification

No ， Clean三ng 　 solution
（

A
％） （易） （％） FT

（1）

 

（3）a

　 bC

‘4；a

　 b

〔5）a
・b

　 c

　　　　　　　　　　　　　，Diluto　 acid 　 solution

2％ 1actic　 ac 量d　 solution

O．2％ potassium　hydroxide
O．03％ calcium 　hydroxide

O．2％ potassium　hydroxide
O．03％　calcium 　hydroxide

Methano1 三c 　 acid 　 selution

MethanQlic 　 alkali 　 solution

McthanQI （pure）
85％ 　nicthanol 　solUtion

85％ dioxane 　 solution

3L552

．334
．223

，436

．944

．731

．5

17．224

．248

．124

．248

．241

．344

．723
．323

．411

．B

12．533

，539

。526

？
941

．744

．154

．180

．769

．270

．5

61．2110

．Ol21

．874

．5126

，8130

．1130

．3

藍04．092

．682

．3

N °te ： A − lnit’al
　
a

貔 ｛
e

鵠 誥夛
曲 c° ntent

・ 1・・％

　　　A …ash ，　B…protein，　C ・・．fat，　T …sum 　up 　A ，　B，　C

理 化學的因了が 跣滌精製 に相當霤與す る の で 操作 中極力醒攪拌 を行 う必婆が あ る．又 ， 經濟面か ら精製法 を臉討

す う と溶劑處理は効果的 と して も精製後格に難點あ り實用的 で な く結局強攪拌に 依 ち酸 ， ア ル カ リ處犇就中 ，
2

％ 乳 酸 iO．2％ 苛 性 加 里 ，0，03％淌石 荻湿液 に 依 て 充 分 に没滌抽 出す る事 が 要當 で あ る と の 結論 を得 た．依 て ，

澱粉を 糖質原料 と して 其儘 の 形で 利用す るに 際 して は以 上 の 精製法 に 依 て純 白 な精 製澱 粉 と して 採用す るの が望

ま しい ．然 し此處 で 附記 した い 事は ， 澱粉 を其儘 の 形 で な く他 の 加 工 した 方法 で 利用す る場 合は 此 の 限 りで は な

い ．澱粉加工 品 の 利 用 に 就 い て は 次 回 に 報 告 し た い ．何 は 兎 も角 ， 穀 物澱精乃 至 其 の 加 工 品 を米澱粉に 置き換え

て 酒浩 可 能 な らば合理 的で ある．

　（附記 ） 乾燥 に 際 し賢 驗室的に は ア ル コ ール 脱水 を行 つ た が 工 業的に は 棚式乾燥室に 瀞 裝置 を し， 此 の 中で

濡れ澱粉 を棚 ザ ル 敷布上 に 薄暦 と して 鑽げ乾燥す る を 良 し とす る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総 　　　　　括

　酒慧糖質原料 と して の 見地か ら澱粉の 精製 に就 い て 各儷跣滌法 を考究檢討 した 結果 を要 約す る と

　ω 蒸溜水に 依 る没滌 で は 荻分 3L5 ％ が除 去 され た ．

　  　2 ％ 孰 酸 雅滌で は 荻分 52．3％ の 減少で あっ た．

　  　0，2％苛性加里 液 で は蛋 白 質482 ％ ， 脂肪 39．5％ ； O，03％淌石茨 で は蛋 白 質24．2％ ， 脂肪26．9％ の 減少 を

示 し．其 の 混液處理．は 更 に 共 の 効 果 を plus し た ．

　（4） 80％ メ タ ノ ーノt性酸 ， ア ル カ リ液 は 綜合的 な滸滌効果あ り，蛋 自，脂肪，荻分共に 除去率大 で あつ た．

　（5） 各踵溶捌 に 依 る SOXHLET 抽出で は メ タ ノ ール
，

エ タ ノ ール が よ く睨脂牽80．7・−78．O％，腕蛋 白攀23．3

〜1ア，6％ で あ つ た，

　（6）　 メ タ ノ ー 1L

， ヂ オ キ サ ン の 濃度 別 の 洗滌効果は 何れ も85％濃度が脱脂に 好適 で あつ た ．

　術 ， 工 業的，經 濟 的 見 地 か らは 溶 捌 精製 は 無遡 で ある と考 え られ る の で 強攪拌 に依 る酸，ア ル カ リ の 炎 亙慮 理

が 要當 で ある と思われ る．

　終 りに 臨み 終 始 御指 導 を賜 わ り ま し た東 大 坂 口 謹
一

郎 博士 ， 阪大 寺本 四 郎 博 土，科 研 飯 田策吹 主 任 研 究 風 管

隨稀 雪 研 究 員に 深謝 し ます．

　 本 實 驗 は大 藏省 量 合 成清酒 組合 の 研究補助金 に 依 弖．

　（奉報の 要旨は照和29年 10月大 阪釀造學會iこ於い て 諸演し た）
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リ ン ゴ の 利 用 に 關 す る 研 究 （第14報 ）

イ オ ソ 交換 樹脂 に よ る ペ ク チ ン の D3esterification

佐　藤 　昭 　雄 ・痲　　生 清　　（東 北大 學 農學 部農産物 利 用 研 究室 ）

　有機物 の 合 成叉は 分解に イ才 ン 交換樹脂が觸媒と して 工 業的 に も賢瞼室 的 に も利用 され て い る．こ の 中 エ ス テ

ル の 加水分解 に關して は主 に脂肪族 カ ル ボ ン 酸 エス テ ル に つ い て 反應速度謚的見地や ， その 他毬 々 の 理論的方面

か ら檢討され て い るが ，
ペ ク チ ン の 俵な高分子の もの に つ い て は ， わつ か に H ・DEUEL 等

1）の 研究があるだ け

で あ つ て ， そ れ に よ う と高 分子の 場合 に は樹脂に よ る エ ス テ ル 分解は鑛酸或 は ア ル カ リに よ る よ り も遙か に 能率

が 劣 る とい 5結果に なっ て い る．我 々 は リ ソ ゴ 粕か ら調製 した ペ ク チ ン に つ い て 二
， 三 の 樹脂 に よる r ス テ ル 分

解 を試 み ， 更 に 進 んで 低 メ トキ シ ル ペ ク チ ン （LMP と略す） 製遙に こ の 方 法 が適用出來 る か否 か を檢討 した ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 實　堕　の 　部

　 1　 試　　料

　 ペ ク チ ン ： リ・ン ゴ 粕 か らア ル ミニウ ム 沈澱法
罰

に よ り調製 した ペ ク チ ン を鹽酸酸性 エタ ノ ール よ り再沈澱精製

して 用い た．翩 ち 友分 そ の 他 の 來雜物 竃 除 くた め の 精製方法 ep
と し て は 粗 ペ ク チ ン の 約 1 ％ 溶液 を つ くり，こ れ

に 鹽酸 含有 工 〃 冖ル を夫 kO ．05N ，55％濃度に な る様に 加えて ペ ク チ ン を沈澱 させ た後 ， 絹布で 搾 り再 び熱永

に溶か して 軆酸酸性 エ タ ノ 宀ル に よ る沈澱構製を繰返え した．次 に 鹽酸 を除 くた め に 沈澱 を再 腰 冰 に とか し，
75％濃度 1こ な る様 に エ タ ノ ール を 加 えて

一
く ク チ ン を 沈澱 させ ，その 濾液 に つ い て CI『の 反隲が な くな るま で 75％

工 タ ノ ール で 洗滌 した．最後
圏
こ沈澱 を95％ ＝ ダ ノ ール ，エ ーテ ル で 夫 々 1回宛 銑 い ， 乳 鉢 で 粉碎後 エ タ ノ ール

，

＝ 一テ ル の 臭がなくなる ま で 30℃ で乾燥 した．

　 イ t ン 交慶樹脂 ： カ チ 才 ン 交換樹脂と し て は Amberlite　IR −120 （ス ル フ t ン 酸型 ），　 Nalcite　HCR （ス ル ブ ォ

ン 酸型 ） を ，
ア ＝ t ン 交換樹脂 と し て は Amberlite　IRA −410 （第 4 級 ア ン モ ニ ウ ム 鹽 基 型 ），

　 Nalcite　SAR （第

4級 ア ン es ウ ム 鹽基型 ） を使用 した． カ チ 才 ン 交換樹脂の 再生 に は 樹脂量 と同量 の 4．ON 鹽酸を用 い ， ア ニオ

ン 交換樹脂の 再生 に は 闘 F量 の 倍量 の 1．ONew 性 ソ ーダ を 用い て 行 つ た．再 生後純 水 で 充 分滸滌 ， 二 ， 三 日 風乾

し た後 篩に よ り0
，
5〜1．Onnn 直縄 の もの を選 別 した．樹 脂の 交喚容量 は 再生 樹脂 lg當 り25m1 の 純水 と2g の 固形

NaCl を加え て遊離す ろ酸 又 は 騨基 を フ エ ノ ール フ タ レ ン を指示 藥 とし て0．1N 苛性 ソ ー摺 3こは 0．lN 硫 酸 でr滴定

して 求め た ，それに よる と各樹脂 （風乾 ） の 交換容量 は 次 の 遖 り で あつ た ．

　 　 Amberlite　 IR −120

　 　 NaIcitc　 HGR

　 　 Amberlite　 IRA −410

　 　 Nalcitc　SAR

方法 と結果

3・50meq 　per　g

3．83　 〃

L50 　 〃

1．38　 ’ノ

　 且
』

　試驗管 に樹脂 lg， 1％ く ク チ ン 溶液 10ml，純 水 2m1 を探っ て 封 じ，直 ち に 恒源湯浴 中 で 攪拌 し， こ の 時 を零時

と した ．反 煙中は 樹脂 とペ ク チ ン 溶 液 が一一
蟻に 接觸す る搬 に 30r・p・rn ・の 攪拌裝置 を用 い た．10時闘銭 に 試瞼管を

破 壌 し ・ ガ ラ ス 綿 慶用い て 濾過 し ， 更に 樹脂を純水70〜80mlで 洗滌した．濾液は洗液 と合 し ， 遊離 カ ル ボ キ シ ル

基を 0．lN 苛難 ソ ーダ でフ エ ノ ール フ タ レ ン を指 示 票とし て滴摩し た．摩應灘度嫡御脂の 黙に對する安雛 に よ
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